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・2012 年 2 月 15 日、同 23 日、3 月 13 日の計 3 回、集合し、議論をしつつ理解を深める。 
・語彙、文化・社会に関する議論および知識の共有が中心。太宰治作品の研究史などについては、最小
限のフィードバックにとどめる。 
 
４．異言語の読者が感じるギャップ 
・知識・モノレベルのギャップ（状況の認識に困難が生じる） 
・人間関係に関わる制度・風習のレベルでのギャップ（登場人物の感情・思考の理解に困難が生じる） 
・心情・倫理のレベルでのギャップ（作品への共感、評価に影響を及ぼす） 
 
５．日本人参加者（合山）の感想 
・言葉のニュアンス、及び日本独自の慣習・風物に関する疑問が集中した。 
・結末部分については、国や言語によって、評価や理解が異なることはないように感じた。 
・「私」による語りの質について、十分に説明し得たか、また、各翻訳者が訳し得たか、という点が、や
や気がかりである。（本作品の語りが訳出できているか？ また、語っている「私」はどのような人物
か、という点について原作のニュアンスを伝えられているか？） 
・誤読がもたらす作品鑑賞の可能性にも留意すべきである。 
 
 
 
本ワークショップの前提 
文学作品の理解や評価は、様々な要因によって異なったものとなる。たとえば、個人レベルでの感受
性の違いや性差によって、異なる理解や評価が生まれる場合もあるだろう。ただ、このワークショップ
では、できるだけ、翻訳対象となった言語、および、その言語を話す社会の文化や慣習によって生まれ
る（または生まれる可能性のある）理解や評価の違いに焦点を合わせ、議論を行う。 
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